
町
民
の
う
ご
き
[平
成
30
年
5
月
1
日
現
在
]

■
人
　
口
　
　
5,413

人
(-12)　

男
　
2,566

人
(-3)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
　
2,847

人
(-9)

■
世
帯
数
　
　
2,479

戸
(+13)

PH
O
TO
 : 阿
野
橋
の
架
替
工
事
が
完
了
し
、
念
願
の
新
「
阿
野
橋
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
詳
し
く
は
、
10ペ

ー
ジ
へ
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前
々
月
比
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月
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例
会
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平
成
30年

度
予
算
が
き
ま
り
ま
し
た
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�
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ペ
ー
ジ

人
事
異
動
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 4
ペ
ー
ジ

神
山
町
の
給
与・定

員
管
理
な
ど
に
つ
い
て
 ��
�
 5
ペ
ー
ジ

各
課
の
配
置
と
仕
事
内
容
 �
�
�
�
�
�
�
 6
ペ
ー
ジ

主
な
内
容



　
町
議
会
3
月
定
例
会
が
平
成
30
年
3

月
7
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
平
成
30
年
度
一
般

会
計
予
算
な
ど
24
議
案
を
審
議
し
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

当
初
予
算

�

■
平
成
30
年
度
神
山
町
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

■
平
成
30
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
30
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
30
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
30
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
5
議
案
に
つ
い
て
は
、
3
ペ
ー

ジ
に
詳
し
く
記
載
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

�

■
平
成
29
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
6
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
3
0
0
4

万
5
千
円
を
追
加
し
、
総
額
50
億
1
3

2
2
万
9
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
項
目
と
し
て
、
教
育
費
の
増
額

等
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
29
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
8
9
万
6
千

円
を
追
加
し
、
総
額
11
億
3
0
2
万
2

千
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
29
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0
万
9
千

円
を
減
額
し
、
総
額
2
億
1
1
6
2
万

3
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
29
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
80
万
3
千

円
を
減
額
し
、
総
額
10
億
4
0
6
4
万

6
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
29
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
21
万
5
千
円
を

追
加
し
、
1
億
2
5
8
2
万
6
千
円
と

し
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

■
神
山
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
、旅
費
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
神
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

■
神
山
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
神
山
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
神
山
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
及
び
神
山
町
単
独
住
宅
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

■
神
山
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

■
神
山
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

■
神
山
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

■
神
山
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
等
の
指
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

条
例
の
制
定

■
神
山
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

そ
の
他

■
奨
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

■
辺
地
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
本
計
画
に
お
い
て
辺
地
を
構
成
す
る

町
ま
た
は
字
の
名
称
は
神
山
町
鬼
籠
野

字
小
原
、
中
津
川
、
中
内
、
元
山
で
あ

り
、
辺
地
対
策
事
業
と
し
て
舗
装
の
改

装
を
行
い
、
地
域
住
民
の
便
益
に
資
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
公
共
的
施
設
の

整
備
計
画
は
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
30

年
度
ま
で
の
2
年
間
で
す
。

■
辺
地
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
本
計
画
に
お
い
て
辺
地
を
構
成
す
る

町
ま
た
は
字
の
名
称
は
神
山
町
上
分
字

中
津
で
あ
り
、
林
道
加
仁
輪
線
は
、
木

材
搬
出
は
多
支
間
長
ス
パ
ン
の
運
材
線

に
頼
っ
て
お
り
、
間
伐
材
等
は
未
利
用

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
路
線

の
開
設
に
よ
り
、
木
材
搬
出
の
み
な
ら

ず
、
集
約
的
な
林
業
経
営
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
国
道
の
迂
回
路
と
し

て
も
利
用
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
豊
富

な
森
林
資
源
の
開
発
は
も
と
よ
り
、
地

域
社
会
の
発
展
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
の
公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
は
平

成
30
年
度
か
ら
平
成
33
年
の
4
年
間
で

す
。

■
大
埜
地
集
合
住
宅
基
盤
整
備
工
事
請

負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

神
山
町
議
会

3 

月 

定 

例 

会

�

24
議
案
を
可
決

「
山
地
災
害
に
備
え
る
」

　
5
月
20
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
、

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
す
。

　
神
山
町
で
は
、
林
野
庁
・
徳
島
県
東

部
農
林
水
産
局
と
と
も
に
、
山
地
災
害

が
急
増
す
る
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
の
梅
雨

時
期
に
山
地
災
害
危
険
地
区
の
周
知
や

パ
ト
ロ
ー
ル
、
山
地
災
害
に
備
え
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
山
地
災
害
が
発

生
し
た
場
合
や
、
森
林
に
異
変
を
感
じ

た
ら
、
速
や
か
に
連
絡
を
下
さ
い
。
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平成30年度の予算が決まりました
　本年度も歳入不足が予想され、土木費、教育費を削減するとともに不足額の5．25億円を財政調整基金から
繰り入れて予算を組んでいます。本年度は大埜地集合住宅建設事業、林道新設改良事業、寄井西住宅建設事
業等があり、昨年度当初予算と比較すると微増となっています。
  主なハード事業は、大埜地集合住宅建設事業 (208,289千円 )、寄井西住宅建設事業 (95,559千円 )、林道加
仁輪線開設事業（57,100千円）、林道奥屋敷線開設事業（41,400千円）などです。ソフト事業については、
給食費の無償化、神山町国際交流プロジェクト事業 (7,436 千円 )、家具転倒防止器具購入補助 (500千円 ) な
どです。

● 一　　般　　会　　計　（単位：千円）

10.6%

1.0%

12.3%

2.8%

39.4%

7.3%

7.4%

14.5%

4.7%

6.4%

9.2%

4.5%

7.4%

8.2%

5.2%

15.2%

20.0%

23.9%

自
主
財
源

依
存
財
源

歳　入

町税 469,808
町民税、軽自動車税など町民の皆さんに納めて
いただいたお金

使用料・手数料 43,252
施設の使用料、住民票、戸籍等証明の手数料のお金

繰入金 542,508
町の貯金にあたる基金などから繰入れるお金

その他 121,939

地方交付税 1,740,415
財源不足が生じる自治体に、使い道を定めず交
付される自治体固有のお金

国庫支出金 324,681
国が使い道を指定して交付するお金

県支出金 325,197
県が使い道を指定して交付するお金

地方債 639,600
公共施設の整備や財源の不足を補うために
町が借入るお金

その他 211,600

歳　出

総務費 882,284
地域振興のため

民生費 1,056,370
福祉の充実のため

衛生費 282,092
ゴミ等の環境衛生、予防接種等の保健衛生のため

農林水産業費 405,087
農林水産業の振興のため

土木費 673,851
道路整備、町営住宅運営のため

消防費 198,414
神山消防署、町消防団等の防災対策のため

教育費 324,917
教育や文化振興のため

公債費 364,135
町の借金返済のため

その他 231,850

● 10年間の予算推移�
（単位：千円）

● 性質別歳出�
（単位：千円）

● 特別会計当初予算�
（単位：千円）

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

4,182 4,096 4,253 4,4194,143 4,208
3,432 3,537 3,632 3,705

H30

会　 計　 名 予　 算　 額

国 民 健 康 保 険 797,848

簡 易 水 道 事 業 330,593

介 護 保 険 1,005,144

後 期 高 齢 者 医 療 124,397

合計
4,419,000
（100％）

842,516
（19.1％）

399,484
（9.0％）

364,135
（8.2％）

938,066
（21.2％）

維持補修費
35,000（0.8％）

379,758
（8.6％）

763,003
（17.3％）

556,650
（12.6％）

災害復旧
事業費
96,380
（2.2％）

積立金
21,768
（0.5％）

予備費
10,000（0.2％）貸付金

12,240
（0.3％） 　　　　人　件　費　

　
　
　

　扶
　助

　費
　
公
　債

　費
　

　　　物　件　費　　　　
　　補

助費
等
　
　
普
通
建
設
事
業
費
　
　
　
　

   繰
　出　金

1,177,507
26.6%

3,241,493
73.4%

3 平成30年 5 月15日発行



よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

●
新
規
採
用

在
任
中
は
、た
いへ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 

退
職 

　
村
本
　
温
子
　（
阿
川
公
民
館
）

　
小
松
　
増
美
　（
住
民
課
）

小
・
中
学
校
教
職
員
転
入
者

�

（
　
）は
前
任
校

●
広
野
小
学
校

　
寺
奥
　
幹
生
＝
校
長
（
板
東
小
学
校
）

　
掘
井
　
正
章
＝
教
頭
（
神
領
小
学
校
）

　
三
木
田
敏
恵
＝
教
諭
（
学
島
小
学
校
）

　
福
岡
麻
紀
子
＝
養
護
教
諭

�

（
富
岡
小
学
校
）

●
神
領
小
学
校

　
河
上
　
正
信
＝
教
頭
（
広
野
小
学
校
）

　
清
水
　
千
聖
＝
教
諭
（
藍
住
南
小
学
校
）

　
田
村
　
祥
馬
＝
教
諭
（
佐
古
小
学
校
）

　
藤
本
　
侑
輔
＝
講
師

●
神
山
中
学
校

　
川
口
　
　
徹
＝
校
長
（
貞
光
中
学
校
）

　
海
老
名
正
規
＝
教
頭

�

（
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課
）

　
荒
木
　
知
子
＝
養
護
教
諭

�

（
八
万
中
学
校
）

　
向
井
　
一
清
＝
教
諭

�

（
鳴
門
教
育
大
学
附
属
特
別
支
援
学
校
）

　
小
出
　
ふ
み
＝
教
諭
（
牟
岐
中
学
校
）

人
事
異
動�

4
月
1
日
付
け

林　明宏
神山町がより良い町とな
るよう、一生懸命がんば
ります。よろしくお願い
します。

出原　聡子
バスケットボールと旅行
が好きです。早く仕事に
慣れて住民の皆さまに信
頼していただける職員に
なりたいです。

遠藤あゆみ
県外や海外からもより多
くの方々に神山を訪れて
もらえるよう町づくりに
貢献していきたいです。
よろしくお願いいたしま
す。

宮田　英知
神山の美しい渓流などの
綺麗な景色が好きです。
神山の発展のために一歩
一歩、確実な成長を目指
します。

酒井　麗
大好きな神山町で働くこ
とができて嬉しく思って
います。まだまだ未熟で
すが、1日でも早く仕事を
覚えられるよう頑張りま
す。

　本年度は、昨年、皆様から寄せられた寄附金102件、3,218千円を下表の事業に使用することといたしました。
今年度も引き続きふるさと納税にご協力よろしくお願いいたします。

（単位：千円）

事業項目 寄附金額 充当事業名

産業振興 3,218 里山みらい創造事業補助等

　ふるさと納税制度とは、個人住民税をお納めの皆さまが、出身地など、愛着を感じている地方公共団体に寄附を行った場合、2,000
円を超える金額について、個人住民税の所得割の 2割程度を限度として、翌年度に課税される個人住民税から税額を控除する寄附
金税制のことです。（所得税では、寄附金額を控除する制度が別に設けられています。）

ふるさと納税制度で神山町に寄せられた寄付金の使い道が決定しました。

広報かみやま No.316 4



神山町の給与・定員管理等について
1　総　括
　⑴　人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　⑵　職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳
人口（H29.1.1現在）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
27年度の人件費率 区　分 職員数

Ａ
給　　　　与　　　　費

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 　計　Ｂ

28年度 人 千円 千円 千円 ％ ％ 28年度 人 千円 千円 千円 千円
5,657 4,855,717 178,030 790,750 16.3 17.7 90 318,932 57,805 130,008 506,745 

（参考）一人当たり
給与費　Ｂ／Ａ

（参考）類似団体平均
一人当たり給与費

泫 1　職員手当には退職手当を
含まない。

　 2　職員数は、28年 4月 1日
現在の人数である。

　 3　給与費については、任期
付短時間勤務職員（再任用
職員（短時間勤務））の給
与費が含まれており、職員
数には当該職員を含んでい
ない。

千円 千円
5,630 5,647

2　職員の平均給与月額、初任給等の状況
　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（29年 4月1日現在）
　　①一般行政職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
神 山 町 42.3歳 312,400円 365,852円 338,334円
徳 島 県 44.5歳 339,657円 434,651円 372,691円
国 43.6歳 330,531円 410,719円 －円

類似団体 41.7歳 304,727円 350,777円 334,549円

　　②技能労務職

区　　分
公　　　務　　　員 民　　　　間 参　考

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
（Ａ）

平均給与月額
（国ベース）

対応する民間の
類似職種 平均年齢 平均給与月額

（Ｂ） Ａ／Ｂ

神 山 町 53.5歳 307,600円 322,600円 315,150円 － －歳 －円 －
うち清掃職員 57.9歳 ＊円 ＊円 ＊円 廃棄物処理業従業員 45.7歳 293,000円 －
うち用務員 55.6歳 322,500円 331,760円 325,600円 用 務 員 55.1歳 207,300円 1.60
うちその他 49.7歳 282,000円 300,520円 295,240円 － －歳 －円 －

徳 島 県 55.4歳 361,550円 398,024円 378,957円 － －歳 －円 －
国 50.6歳 286,833円 328,360円 －円 － －歳 －円 －

類 似 団 体 51.4歳 302,146円 325,229円 316,613円 － －歳 －円 －

区　　分

参考 ※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用
している。（平成26～ 28年の 3ヶ年平均）

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形
態等の点において完全に一致しているものではない。

※年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれの平均給
与月額を12倍したものに、公務員においては前年度に支給された期末・勤勉
手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値である。

※個人情報保護の観点から、対象となる職員数が 1人又は 2人の場合は、当該
箇所をアスタリスク (＊)としている。

年収ベース（試算値）の比較
公務員
（Ｃ）

民間
（Ｄ） Ｃ／Ｄ

神 山 町  5,282,092 － － 
うち清掃職員 ＊  4,023,000 － 
うち用務員  5,404,120  2,818,600 1.92 
うちその他 4,943,940 － － 

3　特別職の報酬等の状況（29年 4月 1日現在）

区　　分
給　料　月　額　等

区　　分
給　料　月　額　等

（参考）類似団体における
最高／最低額

（参考）類似団体における
最高／最低額

給料
町　長 746,000円（－円） 820,000円／378,500円

期末
手当

議　長
（28年度支給割合）

3.30月分副町長 597,000円（－円） 678,000円／471,000円 副議長

報酬
議　長 284,000円（－円） 364,000円／220,000円 議　員
副議長 234,000円（－円） 285,000円／178,000円

退職
手当

　　　（算定方式）　　　　　　　（支給時期）
議　員 195,000円（－円） 263,000円／148,000円 町　長 給料月額×100分の43.5×月数　任期満了時

期末
手当

町　長 （28年度支給割合）
3.30月分

副町長 給料月額×100分の25.75×月数　任期満了時
副町長 備　考

泫 1　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。
　 2　退職手当の「1期の手当額」は、4月 1日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期（4年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

4　職員数の状況
　部門別職員数の状況と主な増減理由　（各年 4月 1日現在）

区　分
部　門

職　員　数 対前年
増減数

泫 1　職員数は一般職に属する職員数である。
　 2　［　　　］内は、条例定数の合計である。平成28年度 平成29年度

普通会計部門

一般行政部門
75 77 2

計 75 77 2
教 育 部 門 14 13 ▲1
消 防 部 門 0 0 0
小 計 89 90 1

公営企業等会計部門 小 計 14 14 0

合　　計 103
〔158〕

104
〔158〕

1
〔0〕
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農業委員会
676-1119　IP2008

議会事務、議員の身分処遇、
監査などに関すること

委員会室

建設詰所

会議室

宿直室

議員
控室

676-1511  IP 2002

議会事務局・
監査事務局

トイレ

エレベーター

副町長　大野富美雄

通用口正面玄関

通用口

JA

通用口

事務局長　粟飯原　一
主査　　　正木　恵子

工手　畠中　　宏

課長補佐　宮田　伸也
主査　　　杼谷　　学
主事　　　白桃　　薫

課長補佐　高橋　則充
主事　　　藤原　牧子
主事　　　松本　聖生

主査　相原　正弥
主事　森　　由仁
主事　糀原　達也

課長　山口　純一

課長補佐心得　高橋　成文
係長　　　　　鳥庭　　宏
係長　　　　　松本　秀明
主事　　　　　西本　　寛
主事　　　　　北山　敬典

事務局長　溝田　幸男課長補佐 河野　真二
主査 森　　　敏
主事 早瀬　亮介
主任業務員 森　　耕造

農林業の振興、移住交流、商工及び観光、
林業振興に関すること

戸籍及び住民基本台帳、国民年金、統計調査、消費者行政、
町営バス、選挙、町営住宅の維持管理、環境衛生、狂犬病
予防などに関すること

治山及び林道、道路・河
川及び橋りょう、工事に
伴う用地、農地農業用施設、
水道などに関すること

農業委員会に関すること

主査　　森　　英輔
主事　　馬場　達郎

産業観光課
676-1118　IP2007

住民課（選挙管理委員会）
676-1113　IP2003

税の賦課及び徴収、国民健康保険、後期高齢者
医療、国土調査に関すること

税務保険課
676-1115　IP2005

課長　尾西　逸夫

課長　相原　英夫

課長補佐 樫本　高康
係長 鍛　真由美
係長 小西　　明
係長 高橋　　功
主事 坂井　義隆
主事 髙橋　実咲
主事 高橋　宏徳

課長補佐 森下　博文 　課長補佐 　中山　由美
主査 細井多恵子
 （徳島県後期高齢者医療広域連合派遣）
主査 河野あかね 　係長 　阿部　弘幸
係長 山田　公彦 　係長 　日野亜希子
係長 阿部　公成 　主事 　門田　東樹
主事 鈴江　正典
主事 樫本　憲司
 （徳島滞納整理機構派遣）

課長　高橋　信行

出納室長 阿部　吉幸
主査 相原　輝実

現金及び有価証券
等の出納及び保管、
決算の調整などに
関すること

出納室
676-1116

IP2006

１２広報かみやま No.２９２

神領ゆり会議室

スダチ会議室

　課長　　福岡　祐司

課長補佐　　中村由美子
課長補佐　　小西　　明
主査　　　　髙橋　　功
主事　　　　松本　聖生
主事　　　　添木　佑香
主事　　　　大坂　千洋
主事　　　　吉川　祐介
主事　　　　酒井　　麗

　　課長　 相原　英夫

課長補佐　　細井多恵子
課長補佐　　高橋　成文
主査　　　　鳥庭　　宏
主査　　　　松本　秀明
主任　　　　坂井　義隆
主事　　　　鈴江　正典

主査　　阿部　公成
業務員　藤井　康弘

事務局長　　宮田　伸也

課長　 竹内　博久

課長補佐　高橋　則充　 課長補佐　相原　正弥　 課長補佐　鍛　真由美
係長　　　宮本　留美　 主任　　　藤原　牧子　 主事　　　森　　由仁
主事　　　馬場　達郎　 主事　　　北山　敬典　 主事　　　駒形　良介
主事　　　林　　明宏　 主査　　　杼谷　　学（神山つなぐ公社派遣）
主事　　　西本　　寛（徳島県市町村総合事務組合派遣）
主事　　　白桃　　薫（神山つなぐ公社派遣）

課長補佐　河野　和弘
主査　　　手塚　陽代
主査　　　山田　公彦
主事　　　樫本　憲司
主事　　　出原　聡子  
主事　　　門田　東樹 

課長　　水上　明彦

出納室長  阿部　くみ
室長補佐  相原　輝実

主査　　　多田　誠二
主査　　　阿部　弘幸
主査　　　粟飯原正博
主事　　　高橋　宏徳

（後期高齢者医療広域連合派遣）

戸籍及びマイナンバー、国民年金、統計調査、消費者行政、
町営バス、選挙、町営住宅の維持管理、環境衛生、狂犬病
予防などに関すること

課長補佐　　森下　博文　　　　　　　　課長補佐　　木村　耕次
課長補佐　　森　　　敏　　　　　　　　課長補佐　　河野あかね
主任　　　　早瀬　亮介　　　　　　　　主事　　　　楠上　輝彦
主事　　　　西本　靖志　　　　　　　　主任（再任用）　東　　圭祐
主任業務員　森　　耕造　　　　　　　　業務員　　　大元　龍児

工手　　畠中　　宏
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環境センター
678-0011　IP2033

下分保育所
677-0222　IP2026

広野保育所
678-0556　IP2027

総務課
676-1111　IP2001

応接室

町長室
町長　後藤　正和

ト
イ

レ

通用口
電算室

通用口

通用口

総括主任保育士 羽里　智子 総括主任保育士 箱石佳那子
総括主任保育士 西崎　容子 主任保育士 西橋　宏子
保育士 阿部　ゆか 保育士 塩本　敬子
主任調理員 大平　淳子 主任調理員 阿部　澄代

総括主任保育士 小山　典子 総括主任保育士 林　美智代
総括主任保育士 山口　准子 総括主任保育士 楠　　貴代
主任保育士 樽尾　圭子 保育士 堂脇　弓佳
主任調理員 北村　路代 用務員 坂東　史恵

AED

所長　岩西不二子

上分公民館
677-0010　IP2021

用務員　徳永　仁美

下分公民館
677-0004　IP2023

用務員　藤岡　映里

阿川公民館
678-0332　IP2025

用務員　村本　温子

鬼籠野公民館
676-0111　IP2024

用務員　佐々木咲江

学校給食共同調理場
676-1053　IP2034

主査　小松　増美

所長　廣岡　信枝

主任業務員　　岡田　義之
主任業務員　　井上　喜勇
業務員　　　　藤井　康弘

所長　福岡　祐司

支所長　　阿部　くみ
主査　　　多田　誠二

教育次長補佐　滝上　博文
主査　　　　　中村由美子
係長　　　　　粟飯原正博
主事　　　　　一宮　千洋
主事　　　　　駒形　良介
主任業務員　　住友　啓二

課長補佐　高橋　俊行
主査　　　河野　和弘
係長　　　永正　剛士
主任　　　佐々木由紀子
主事　　　花本　布美
技師　　　東城　由紀

主査　　　加藤千恵子
係長　　　近藤　直美
係長　　　原田　　幸
主任　　　大西　希実
主事　　　平嶋　基曜
主任業務員　山本　勝江

副所長　　　浦山　恵美
技師　　　　根本左知子
主任業務員　森長　和代

課長補佐　水上　明彦
課長補佐　木村　耕次
係長　　　手塚　陽代
主事　　　楠上　輝彦

広野支所
678-1111　IP2020

1F

2F

議会との調整、条例規則、文書の管
理、町長秘書、予算決算、地方債、
行政改革、職員の人事、給与及び福
利厚生、財産の管理、消防防災、交
通安全及び防犯、まちづくり計画、
広報、地域情報などに関すること

人権擁護、民生委員、児童福祉、障害者福祉、
高齢福祉、介護保険、保健予防、重度心身障
害者医療等、乳幼児等医療、栄養指導などに
関すること

学校との連絡調整、学校の組織編
成、教育課程、児童生徒の就学、
入退学及び転校、人権教育、生涯
学習、公民館等の運営、文化財、
社会体育施設の管理、各種大会の
開催などに関すること

高齢者の保健・医療・
福祉の相談、支援、
体制づくりなどに関
すること

建設課
676-1514　IP2015

健康福祉課
676-1114　IP2004

教育長室

教育委員会事務局
676-1522  IP2009

地域包括
支援センター
676-1185

IP2031

課長　　東　　圭祐

教育長　河野　善行

教育次長　小山　晃宏

課長　竹内　博久

各課の配置 仕事内容と

平成２６年５月１５日発行１３

用務員　徳永　仁美

上分公民館
677-0010　IP2021

副所長　　　　山口　准子　　主任保育士　西崎　容子
主任保育士　　樽尾　圭子　　保育士　　　清水麻衣子   
保育士　　　　塩本　敬子　　保育士　　　阿部ひかり　
用務員　　　　大平　淳子

課長補佐　　森下　博文　　　　　　　　課長補佐　　木村　耕次
課長補佐　　森　　　敏　　　　　　　　課長補佐　　河野あかね
主任　　　　早瀬　亮介　　　　　　　　主事　　　　楠上　輝彦
主事　　　　西本　靖志　　　　　　　　主任（再任用）　東　　圭祐
主任業務員　森　　耕造　　　　　　　　業務員　　　大元　龍児

神
山

サ
ク

ラ
会

議
室

所長　　浦山　恵美
主任　　根本左知子
主事　　稲垣　　恵
主任業務員　森長　和代

課長補佐　高橋　俊行　 課長補佐　加藤千恵子
主査　　　近藤　直美　 主査　　　日野亜希子
主査　　　佐々木由紀子　 主事　　　谷　　政憲
主事　　　平嶋　基曜　 主事　　　矢武　朋子
技師　　　東城　由紀　 主事　　　宮田　英知
主任業務員　山本　勝江

課長　　河野　真二

課長　　阿部　吉幸

　教育次長　 滝上　博文

教育次長補佐心得　　永正　剛士
主査　　　　　原田　　幸
係長　　　　　花本　布美
主事　　　　　朝倉　健斗
主事　　　　　遠藤あゆみ
主任業務員　　住友　啓二

教育長　 高橋　博義

用務員　阿部　澄代

広野小学校
676-0015　IP2050

用務員　佐々木咲江

鬼籠野公民館
676-0111　IP2024

用務員（再任用）　村本　温子

阿川公民館
678-0332　IP2025

主任　大西　希実

学校給食センター
676-1053　IP2034

用務員　藤岡　映里

下分公民館
677-0004　IP2023

指定管理者　㈲西森組

上分公民館
677-0010　IP2021

　　　　　　　　　所長　山口　准子

副所長　　　楠　　貴代　　主任保育士　樽尾　圭子
保育士　　　高橋　悠子　　保育士　　　清水麻衣子
保育士　　　阿部ひかり　　用務員　　　徳永　仁美

広野保育所
678-0556　IP2027

　　　　　　　　　所長　林　美智代

副所長　　　箱石佳那子　　主任保育士　西橋　宏子
保育士　　　阿部　ゆか　　保育士　　　湯淺あゆ美
保育士　　　尾西佳那子　　保育士　　　堂脇　弓佳
保育士　　　阿部　早苗　　主任調理員　坂東　史恵

下分保育所
677-0222　IP2026

所長　樫本　高康

主任業務員　　岡田　義之
主任業務員　　井上　喜勇

環境センター
678-0011　IP2033

支所長　中山　由美
主　査　正木　恵子
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平
成
30
年
度
、

�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
始
動
！

　

神
山
町
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制

度
が
導
入
さ
れ
て
7
年
目
の
春
を
迎
え

ま
し
た
。
現
在
の
隊
員
は
3
名
、
こ
れ

ま
で
の
卒
業
生
は
6
名
を
数
え
ま
す
。

　

平
成
27
年
4
月
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里

山
み
ら
い
が
誕
生
し
て
か
ら
は
、
隊
員

は
里
山
み
ら
い
に
所
属
し
、
町
の
特
産

品
で
あ
る
す
だ
ち
や
梅
の
Ｐ
Ｒ
、
販
売

等
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
4
月
か
ら
は
里
山
み
ら
い
を
離
れ
て

活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
尚
、

里
山
み
ら
い
は
引
き
続
き
、
協
力
隊
卒

業
生
3
名
を
含
む
理
事
ら
を
中
心
に
活

動
が
続
き
ま
す
。）
新
た
に
隊
員
の
事

務
所
は
神
山
町
役
場
2
階
南
側
の
食
堂

内
に
な
る
の
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。（
活
動
場
所
は
神

山
町
全
域
で
す
！
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
っ
て
！？

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
都
市
部

か
ら
生
活
の
拠
点
を
移
し
た
者
を
、
地

方
公
共
団
体
が
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
と
し
て
委
託
し
、
隊
員
は
一
定
期

間
、
地
域
に
居
住
し
な
が
ら
地
域
ブ
ラ

ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・
Ｐ

Ｒ
や
、
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民

の
生
活
支
援
な
ど
の
地
域
協
力
活
動
を

行
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ
の
定
住
・

定
着
を
図
る
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

（
総
務
省
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進

要
綱
」
よ
り
）
平
成
21
年
に
制
度
が
始

ま
り
、
現
在
で
は
、
全
国
に
約
5
千
名

の
隊
員
が
千
近
い
自
治
体
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
協
力
隊
の
活
動

　

さ
て
、
神
山
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
現
在
3
名
（
川
野
・
神
野
・
織
田
）。

「
里
山
の
文
化
を
継
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、

神
山
に
住
ま
う
皆
さ
ま
か
ら
、
こ
の
地

に
伝
え
継
が
れ
て
き
た
、
自
然
の
恵
み

を
活
か
し
た
暮
ら
し
の
知
恵
や
技
を
学

び
広
げ
る
と
と
も
に
、
神
山
の
魅
力
を

町
内
外
に
伝
え
る
活
動
を
計
画
し
て
い

ま
す
。（
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
の
誌

面
や
神
山
町
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。）
私
た
ち

の
任
期
は
今
年
度
い
っ
ぱ
い
。
卒
業
後

も
町
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
つ
な
が
り
、
ご

指
導
や
活
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
神

山
を
も
っ
と
元
気
に
で
き
る
よ
う
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

地域おこし協力隊

隊員コメント

川野　歩美� （平成28年 4 月着任）

この春に小野へ引っ越しました。2年前、地域おこし協力隊と
しての初仕事がさくら野舞台のお手伝いだったことを思い出し
ます。拠点は変わっても、引き続き神山町全域に出没すると思
いますので、どうぞよろしくお願いいたします！

神野　昌子� （平成28年 8 月着任）

昨年から始めたお米作り。今年もまだまだ素人の域ですが、
昨年に引き続き神山でお米作りをします。そろそろ田植えの
時期。どうか今年も美味しいお米が出来ます様に！

織田　智佳� （平成27年 7 月着任）

神山に来て 3 度目の春を迎えました。街道に咲く桜を愛で、
新緑を浴びながら通勤していることを、東京から遊びに来た
元同僚にうらやましがられました。育児休業から復職したの
で、どうぞよろしくお願いします！
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移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
が
運
営
を

始
め
て
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
号
で

は
前
年
度
の
活
動
報
告
と
、
こ
れ
か
ら

の
10
年
を
見
据
え
た
新
し
い
取
組
み

「
お
家
長
生
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
お
家
長
生
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

�

が
始
ま
り
ま
す
！

　
今
は
ま
だ
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る

け
ど
、
い
つ
か
こ
の
家
が
空
き
家
に

な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
「
お
家
長
生

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
将
来
空
き
家

に
な
っ
た
時
の
家
の
活
用
方
法
を
、
空

き
家
に
な
る
前
か
ら
一
緒
に
考
え
は
じ

め
、
次
の
住
ま
い
手
を
見
つ
け
て
い
く

取
組
み
で
す
。

　
空
き
家
に
な
っ
た
家
は
、
ど
ん
ど
ん

劣
化
が
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
た
と
え

定
期
的
に
管
理
に
帰
っ
て
来
て
い
る
空

き
家
で
も
、
そ
の
期
間
が
3
年
、
5

年
と
長
く

な
る
に
つ

れ
、
気
づ

か
な
い
う

ち
に
家
が

傷
ん
で
し

ま
っ
た
と

い
う
話
を

よ
く
耳
に

し
ま
す
。

ま
た
、
神

山
町
へ
の

移
住
の
問

合
せ
が
毎

年
セ
ン
タ
ー
に
届
き
ま
す
が
、
町
内
に

は
紹
介
で
き
る
家
が
足
り
な
く
て
、
希

望
す
る
人
全
員
に
家
を
紹
介
す
る
こ
と

は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　「
お
家
長
生
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
、
事
前
の
登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
内
容
の
ご
説
明
に
伺
い
ま

す
の
で
、
将
来
の
お
家
の
活
用
方
法
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
登
録
が

済
ん
だ
方
に
は
、「
お
家
長
生
き
宣
言
」

の
木
札
を
お
渡
し
し
ま
す
。
お
家
の
ど

こ
か
見
え
や
す
い
場
所
に
掛
け
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

　
家
は
誰
か
が
住
む
こ
と
で
、
き
れ
い

に
保
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

神
山
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。「
お
家
長
生
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、

神
山
町
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

◦ 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

◦

NPO法人
グリーンバレー
☎676-1177

IP：2028

NPO法人
グリーンバレー
の伊藤が

お届けします。

＊＊＊ 平成29年度の活動報告 ＊＊＊
◦移住希望者の相談件数　64件

センター訪問や、電話、メールでの問い合わせなど、１年間でこれだ
けの移住相談がありました。実際にセンターを訪問してくださった方
には、町内各地区の案内や、すみはじめ住宅や空き家の紹介を行いま
した。

◦新規移住者の数　18世帯 27人
移住交流支援センターを介して、これだけの方が実際に移住してこら
れました。このうち夫婦や子どものいる家族での移住が 5世帯 14人
で、例年よりも単身世帯の割合が低めでした。また最近は移住後に神
山で就職する人の割合が増え、町内での仕事の選択肢が少しずつ増え
ていることを実感します。

◦新規移住者の平均年齢　約 26歳
新規移住者は 20～ 30代の方々が中心を占め、就学前の子どもたち
が 4名いました。県内在住の若い世代からの移住相談が増えていて、
昨年度は徳島市や鳴門市、藍住町から引っ越してきた方もいました。

9 平成30年 5 月15日発行



一
般
県
道
　
神
山
国
府
線

阿
野
橋
が
完
成

　
　
3
月
17
日
（
土
）「
阿
野
橋
」
の

完
成
式
が
行
わ
れ
、
徳
島
県
知
事
を
は

じ
め
、
県
議
会
議
員
、
町
長
、
町
議
会

議
員
、
地
元
関
係
者
な
ど
多
く
の
方
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
、
広
野
小
学
校
の
金

管
バ
ン
ド
部
の
演
奏
に
よ
り
会
場
の
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
、
橋
名
板
の
揮
毫
者
で

あ
り
ま
す
広
野
小
学
校
の
児
童
へ
徳
島

県
知
事
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
式
典
の
終
了
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・

く
す
玉
開
披
が
行
わ
れ
、
金
管
バ
ン
ド

部
を
先
頭
に
奏
で
る
音
色
の
中
、
渡
り

初
め
を
行
い
新
し
い
橋
を
踏
み
し
め
ま

し
た
。

　
渡
り
初
め
を
終
え
た
後
、
阿
川
芸
能

獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞
の
披
露

や
、
広
野
地
域
の
方
々
が
準
備
し
て
い

た
紅
白
の
祝
い
の
餅
が
投
げ
ら
れ
、
来

場
者
か
ら
歓
喜
の
声
が
上
が
り
盛
大
に

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
阿
野
橋
は
、
鮎
喰
川
を
挟
ん
だ
五
反

地
地
区
と
広
野
地
区
を
繋
ぐ
橋
と
し
て

昭
和
4
年
に
架
設
さ
れ
約
90
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
加

え
、
車
線
も
1
車
線
（
車
道
3
・
5
m

歩
道
1
・
5
m
）
と
狭
く
車
両
の
対
向

も
困
難
で
早
期
改
良
が
強
く
望
ま
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
に
県
土
整

備
部
に
よ
り
橋
梁
架
替
工
事
が
着
手
さ

れ
、
こ
の
ほ
ど
念
願
の
新
「
阿
野
橋
」

の
完
成
を
迎
え
ま
し
た
。

　
新
し
い
阿
野
橋
は
、
車
道
が
2
車
線

に
拡
が
り
対
向
も
可
能
で
、
停
車
し
な

く
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
通
行
が
で
き
、
歩

道
も
拡
が
り
歩
行
者
の
通
行
も
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
河
川
内
の
橋
脚
を

2
基
に
抑
え
る
こ
と
で
、
今
ま
で
よ
り

河
川
の
通
水
断
面
が
拡
が
り
浸
水
被
害

の
軽
減
も
図
ら
れ
る
な
ど
、
生
活
道
と

し
て
の
利
便
性
や
安
全
性
、
防
災
機
能

の
向
上
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
旧
橋
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
橋
の
完

成
に
伴
い
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

橋
の
概
要

事
業
名
　
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業

路
線
名
　
一
般
県
道
　
神
山
国
府
線

橋
　
　
長
　
1
0
8
・
0
m

支
間
長
　�

33
・
3
m
+
36
・
6
m
＋

36
・
7
m

有
効
幅
員
　�

車
道
5
・
5
m
＋
歩
道

　
　
　
　
　
2
・
0
m

総
事
業
費
　
10
億
5
千
8
百
万
円

構
造
形
式
　�

上
部
工
　
3
径
間
連
続
プ

レ
ビ
ー
ム
合
成
桁
橋

　
　
　
　
　
下
部
工
　
逆
T
式
橋
台
2
基

　
　
　
　
　
張
出
式
橋
脚
2
基

　
　
　
　
　（
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
イ

ソ
ン
工
法
）

まちの

　 出来事

かん太くん
～広野から五反地方面を望む～

▲広野小学校金管バンド部による演奏

▲渡り初めでは関係者や地域住民に
笑顔があふれた

▲橋名板揮毫者の広野小学校児童へ感謝状の贈呈

▲獅子舞を披露する阿川芸能獅子舞保存会

▲完成を祝う餅投げで歓喜を上げる来場者
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町
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た

 

（
平
成
30
年
3
月
9
日
）

樫
本
　
千
晶
さ
ん

　

第
51
回
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
で
、
全
国
7
5
2
8
校
6
1
6

0
2
7
作
品
の
中
か
ら
国
税
庁
長
官
賞

を
受
賞
し
た
、
神
山
中
学
校
3
年
（
平

成
30
年
3
月
卒
業
）
の
樫
本
千
晶
さ
ん

に
町
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら「
こ
の
受
賞
は
神
山
町
に
と
っ

て
も
非
常
に
名
誉
な
こ
と
で
す
。」
と
お

祝
い
の
こ
と
ば
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

樫
本
さ
ん
は
こ
の
4
月
か
ら
高
校
生

と
な
り
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
を
し
て

い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
神
山
で
頑

張
っ
た
こ
と
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
活

躍
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

株
式
会
社
リ
レ
イ
シ
ョ
ン

　

神
山
町
の
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
株
式
会
社

リ
レ
イ
シ
ョ
ン
（
祁
答
院
弘
智
代
表
）

に
町
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
リ
レ
イ
シ
ョ
ン
は
平
成
22

年
か
ら
地
域
滞
在
型
人
材
研
修
「
神
山

塾
」
を
開
塾
し
、
現
在
ま
で
に
9
期
生

1
1
7
名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
そ
の

う
ち
約
50
％
の
方
が
神
山
町
に
残
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
や
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
今
後
も
継
続
さ
れ

る
見
通
し
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

と
世
代
を
超
え
た
共
創
の
活
動
を
実
践

し
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

谷
　
譲
治
　
さ
ん

高
齢
者
叙
勲  

瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

寶
雙
光
章
受
章

　

谷　

譲
治
さ
ん
（
88
歳
・
鬼
籠
野
字

中
分
）
は
、
昭
和
24
年
広
野
中
学
校
教

諭
と
な
り
、
平
成
元
年
3
月
に
神
山
中

学
校
長
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
40

年
間
、
県
内
の
小
・
中
学
校
の
教
育
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
領
中
学
校
勤
務
時
代
に
、
研
究
指

定
を
受
け
た
「
基
礎
根
底
事
項
と
そ
の

指
導
法
」
に
つ
い
て
、
同
僚
職
員
と
熱

心
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
下

分
小
学
校
勤
務
時
代
に
は
初
等
理
科
教

育
研
究
会
の
会
員
と
な
り
、
理
科
担
当

者
有
志
と
と
も
に
理
論
的
で
実
践
的
な

研
究
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

校
長
と
し
て
、
最
後
の
勤
務
地
で
あ

る
神
山
中
学
校
で
は
、
県
下
第
2
の
規

模
の
寄
宿
舎
「
青
雲
寮
」
で
生
活
し
て

い
る
親
元
を
離
れ
た
生
徒
た
ち
が
、
学

習
や
部
活
動
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
寮

の
運
営
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
長
年
に
わ
た
る
教
育
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、今
回
の
栄
誉
に
輝
い
た
も
の
で
す
。

道
の
駅
で
人
権
啓
発

　

4
月
5
日
、
す
だ
ち
っ
こ
く
ら
ぶ
の

子
ど
も
た
ち
と
神
山
町
人
権
擁
護
委
員

の
皆
さ
ん
で
、
人
権
啓
発
活
動
を
道
の

駅
に
て
行
い
ま
し
た
。
人
権
の
大
切
さ

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

▲人権啓発活動に取り組んだみなさん

▲谷　譲治　さん

▲啓発チラシを渡して人権の大切さを伝える子どもたち
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小
野
さ
く
ら
野
舞
台

第
11
回
春
の
定
期
公
演
開
催

　

4
月
8
日
（
日
）、
神
山
町
に
唯
一

残
る
野
舞
台
「
小
野
さ
く
ら
野
舞
台
」

（
神
領
字
本
小
野
）
で
、
第
11
回
春
の

定
期
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
桜
の

花
び
ら
が
舞
う
な
か
、和
太
鼓
の
妙
演
、

即
興
演
劇
や
創
作
バ
レ
エ
、
寄
井
座
に

よ
る
人
形
浄
瑠
璃
と
多
彩
な
催
し
物
が

次
々
と
披
露
さ
れ
、
最
後
に
は
三
味
線

演
奏
に
合
わ
せ
た
豪
快
な
「
襖
か
ら
く

り
」
が
観
客
を
湧
か
せ
ま
し
た
。

神
領
地
区
史
跡
巡
り

健
康
ウ
ォ
ー
ク
開
催

　

3
月
25
日
、神
領
地
区
チ
ャ
レ
ン
ジ

神
山
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る
、
神
領

地
区
史
跡
巡
り
健
康
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し

た
参
加
者
お
よ
そ
35
人
は
、
鬼
籠
野
地

区
に
あ
る
初
臼
山
不
動
院
で
折
り
返
す

約
４
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
道
中
で
は

片
山
泰
雄
さ
ん
に
よ
る
史
跡
や
植
物
の

紹
介
を
受
け
な
が
ら
、
心
地
よ
い
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
会
長
の
高
橋
和
男
さ
ん
は

「
今
日
の
コ
ー
ス
で
約
1
万
2
千
歩
を

歩
き
ま
し
た
。
そ
の
半
分
の
5
千
で
も

6
千
で
も
、
健
康
の
た
め
に
毎
日
歩
き

ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

第
55
回　

神
山
町
長
杯
県
下

　

俳
句
大
会

第
11
回　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
会

　

理
事
長
杯
県
下
俳
句
大
会

日　

時　

平
成
30
年
3
月
25
日
（
日
）

場　

所　

広
野
公
民
館

参
加
者　

40
名

第
55
回　

神
山
町
長
杯
県
下
俳
句
大
会

優
勝

四
月
馬
鹿
罪
な
き
嘘
の
眼
が
笑
う

�

北
島
町
　
村
尾
　
芦
月

準
優
勝

鄙ひ
な

の
在
橋
で
繋
ぐ
や
花
辛こ

ぶ
し夷

�

神
山
町
　
多
田
　
左
内　

第
三
位

人
並
の
老
境
を
得
て
野
に
遊
ぶ

�

阿
波
市
　
三
木
　
光
風

第
11
回　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
山
さ
く
ら
会

理
事
長
杯
県
下
俳
句
大
会

優
勝

本
心
を
言
ふ
て
後
悔
四
月
馬
鹿

�

神
山
町
　
河
野
　
里
江

準
優
勝

神
山
の
顔
に
俳
句
と
さ
く
ら
か
な

�

北
島
町
　
村
尾
　
芦
月

第
三
位

綱
づ
れ
の
桜
日
課
の
牛
繋つ

な

ぐ

�

阿
波
市
　
三
木
　
光
風

近
畿
神
山
会
ふ
る
さ
と
訪
問

　

４
月
１
日
（
日
）
近
畿
神
山
会
ふ
る

さ
と
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
近
畿
神

山
会
の
柳
澤
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
会

員
な
ど
45
名
を
お
迎
え
し
、「
鬼
籠
野

さ
く
ら
祭
り
」
の
会
場
で
は
昼
食
を
と

り
な
が
ら
三
味
線
の
演
奏
に
あ
わ
せ
て

歌
や
手
拍
子
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

沿
道
の
し
だ
れ
桜
が
満
開
で
、
鬼
籠

野
さ
く
ら
街
道
を
散
策
し
た
後
、
神
山

温
泉
と
道
の
駅
に
立
ち
寄
り
、
春
の
神

山
を
堪
能
さ
れ
た
ご
様
子
で
し
た
。

▲寄井座による人形浄瑠璃の様子

▲左から三木　光風さん、村尾　芦月さん、
　河野　里江さん、多田　左内さん

▲初臼山不動院を目指す参加者たち
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神
山
の
山
を
考
え
る
﹁
神
山
の
や

ま
を
語
る
会
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

神
山
町
は
全
体
面
積
の
約
85
％
が
森

林
で
、
大
部
分
が
建
材
と
し
て
活
用
す

る
た
め
の
杉
や
ひ
の
き
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
町
の
人
口
減
少
や

木
材
の
価
格
低
迷
な
ど
林
業
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
林
業
の
担
い

手
が
減
っ
て
お
り
、
手
が
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
山
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

手
つ
か
ず
の
山
が
増
え
る
と
、
鮎
喰

川
の
水
の
減
少
、鳥
獣
被
害
の
拡
大
や
、

土
砂
災
害
の
危
険
が
高
ま
る
な
ど
暮
ら

し
へ
の
悪
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
神
山
町
で
は
山
を
よ
り
よ

く
将
来
に
残
す
た
め
、
森
林
ビ
ジ
ョ
ン

（
仮
称
）
を
作
成
し
、
今
後
、
山
と
向

き
合
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
会
は
、
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
に

向
け
た
第
１
回
目
の
活
動
で
、
山
の
持

つ
可
能
性
を
学
ぶ
勉
強
会
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

平
日
昼
間
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず

多
く
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
、
皆
さ
ん

の
山
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
林
業
を
は
じ
め
、
多

様
な
分
野
か
ら
山
に
関
わ
る
人
た
ち
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
遊
び
・
観
光
、
水
源
、

景
観
な
ど
、
林
業
に
と
ど
ま
ら
ず
山
の

持
つ
可
能
性
を
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。

　

山
は
町
に
暮
ら
す
全
て
の
人
の
生
活

に
多
く
の
面
か
ら
影
響
を
与
え
る
言
わ

ば
社
会
資
本
の
様
な
性
質
が
あ
り
、
広

い
視
野
か
ら
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

森
林
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
に
向
け
、
引
き

続
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

［
当
日
の
語
り
手
］

岡
本
悦
男
（
神
山
林
業
振
興
会
）

廣
瀬
圭
治
（
し
ず
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

河
野
公
雄
（
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
）

粟
飯
原
勝
芳
（
徳
島
中
央
森
林
組
合
）

齊
籐
郁
子
（
カ
フ
ェ
オ
ニ
ヴ
ァ
）

田
中
泰
子
（
あ
る
日
森
で
）

高
橋
幸
次（
神
山
町
林
業
活
性
化
協
議
会
）

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
1

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
1

家
具
転
倒
防
止
器
具
購
入
事
業
補
助
金

に
つ
い
て

　

地
震
発
生
時
に
家
具
（
タ
ン
ス
、
食

器
棚
、
冷
蔵
庫
な
ど
）
の
転
倒
に
よ
る

事
故
を
防
止
、
軽
減
を
す
る
た
め
の
器

具
設
置
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
対
象
世

帯
の
器
具
購
入
に
か
か
る
費
用
に
対
し

て
、
一
部
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
世
帯

　

町
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯
。

⑴
神
山
町
に
住
民
票
の
あ
る
者
が
い
る

⑵
町
税
の
滞
納
が
な
い

⑶
そ
の
他
町
長
が
認
め
る

申
請
手
続
き

　

役
場
総
務
課
設
置
の
申
請
書
兼
報
告

書
に
購
入
し
た
器
具
の
内
訳
が
わ
か
る
領

収
書
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

　

購
入
費
用
の
3
分
の
2

※
補
助
の
上
限
は
5
千
円

（
設
置
器
具
一
例
）

　

転
倒
防
止
伸
縮
棒
・
耐
震
マ
ッ
ト
・

家
具
固
定
用
L
字
金
具
・
窓
ガ
ラ
ス

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
な
ど

　

そ
の
他
、
詳
し
く
は
神
山
町
H
P

ま
た
は
役
場
総
務
課
防
災
係
（
6
7
6

－

1
1
1
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

地
域
集
会
施
設
改
築
等
補
助
金
制
度
の

ご
案
内

　

地
域
集
会
施
設
の
整
備
を
図
る
た

め
、
部
落
団
体
が
行
う
新
築
ま
た
は
改

築
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
事
業
費
30
万
円
以
上
の

増
改
築
に
対
す
る
補
助
率
が
3
分
の
1

か
ら
2
分
の
1
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。（
上
限
1
0
0
万
円
）

　

事
業
を
実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
平
成

30
年
7
月
末
ま
で
に
役
場
総
務
課
管
財

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

運
転
免
許
自
主
返
納
者
支
援
事
業

徳
島
バ
ス
回
数
券
も
選
択
可
能
へ

　

運
転
免
許
自
主
返
納
者
支
援
事
業
の

支
援
内
容
が
拡
大
し
、
従
来
は
町
営
バ

ス
回
数
券
5
0
0
0
円
分
の
交
付
で

し
た
が
、
4
月
1
日
よ
り
町
営
バ
ス
回

数
券
5
0
0
0
円
分
ま
た
は
徳
島
バ

ス
回
数
券
5
0
0
0
円
分
の
ど
ち
ら

か
ひ
と
つ
を
選
択
い
た
だ
き
交
付
い
た

し
ま
す
。
詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役場からの

　おしらせ

あゆちゃん
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平
成
29
年
度
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情
報

保
護
条
例
の
運
用
状
況
を
公
開
し
ま
す
。

町
民
・
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
外
の
視
察
者
で
は
な
く
、
地
元
の

人
に
最
近
の
神
山
の
動
き
を
見
て
も
ら

う
た
め
の
町
民
・
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
、

色
々
な
方
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
順

調
に
続
け
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
3
月
末
ま
で
に
28
回
開

催
し
、
延
べ
3
4
0
名
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

バ
ス
ツ
ア
ー
は
、

ま
だ
ま
だ
随
時
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

企
画
側
と
し
て
も
、

町
内
の
様
々
な
人

と
出
会
い
、
話
せ
る
貴
重
な
機
会
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

是
非
お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

［
最
近
の
参
加
状
況
］

第
24
回　

あ
じ
さ
い
会 

10
名

第
25
回　

神
領
大
埜
地
地
区 

8
名

第
26
回　
フ
レ
ッ
セ
神
山
支
部
婦
人
部 

12
名

第
27
回　

上
分
中
津
地
区 

11
名

第
28
回　

神
領
中
学
校
同
窓
会 

18
名

［
参
加
者
の
感
想
］

　
「
今
ま
で
、
寄
井
辺
り
で
若
い
人
を
見

か
け
た
り
、
お
店
が
オ
ー
プ
ン
し
て
も
、

何
を
し
よ
ん
じ
ゃ
ろ
か
と
遠
巻
き
に
見

る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
う
し
、
そ
う

い
う
人
が
多
か
っ
た
と
思
う
。
今
日
、

実
際
に
行
っ
て
真
剣
に
や
っ
て
い
る
人

を
見
て
、
理
解
で
き
た
点
が
よ
か
っ
た

と
思
う
。
最
新
技
術
に
も
触
れ
て
、
こ

り
ゃ
、
日
に
日
に
こ
た
つ
に
座
っ
と
っ

た
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
わ
い
、
と

感
じ
ま
し
た
。
体
力
の
あ
る
内
は
、
皆

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
が
ん
ば
っ
て
い

か
な
い
か
ん
な
と
思
い
ま
し
た
。」

問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課 

企
画
調
整

☎
0
8
8

－

6
7
6

－

1
1
1
1

メ
ー
ル
：info@

kam
iyam

a.i-tokushim
a.jp

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】

保
険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

　

保
険
料
率
は
2
年
ご
と
に
改
定
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
度

及
び
平
成
31
年
度
の
保
険
料
率
（
被
保

険
者
均
等
割
額
・
所
得
割
率
）
が
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
制
度
の
見
直
し
や

政
令
改
正
に
よ
り
、
保
険
料
の
上
限
額

や
被
保
険
者
均
等
割
額
・
所
得
割
額
の

軽
減
を
改
定
し
て
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
料
は
、
公
費
や
現
役
世
代

の
支
援
金
と
と
も
に
大
切
な
財
源
と
な

り
ま
す
。

●
保
険
料
の
計
算
方
法
…
被
保
険
者
均

等
割
額
と
所
得
割
額
を
合
計
し
て
、

個
人
単
位
で
計
算
し
ま
す
。
平
成
30

年
度
か
ら
保
険
料
の
年
額
の
上
限
は

57
万
円
か
ら
62
　

万
円
に
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
の
軽
減
…
所
得
の
低
い
方
及

び
被
用
者
保
険
（
国
保
・
国
保
組
合

以
外
の
健
康
保
険
）
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
は
、
平
成
30
年
度
は
次
の

と
お
り
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減 �

　

世
帯
主
と
世
帯
の
被
保
険
者
の
所
得

額
の
合
計
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
が
世

帯
単
位
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
軽
減
対
象
の
拡
充
】

左
表
「
世
帯
の
所
得
額
の
合
計
」
欄
中

軽
減
割
合
5
割
に
つ
い
て

27
万
円 

→ 

27
万
5
千
円

軽
減
割
合
2
割
に
つ
い
て

49
万
円 

→ 

50
万
円

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

場
合
の
軽
減 �

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
前
日

ま
で
、
被
用
者
保
険
（
国
保
・
国
保
組

合
以
外
の
健
康
保
険
）
の
被
扶
養
者
と

な
っ
て
い
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
の
低
い
方
に
対
す
る

均
等
割
額
の
軽
減
に
も
該
当
す
る
方
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
大
き
い
方
の
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
均
等
割
額
の
軽
減
割
合
】

　

7
割
軽
減 

→ 

5
割
軽
減

所
得
割
額

均
等
割
額

負
担
な
し

5
割
軽
減

情報公開開示等件数 個人情報開示等件数

実施機関名 請求
件数 開示 部分

開示 不開示 不存在 請求件数 開示 部分
開示 不開示

町長 1件 0件 0件 0件 1件 0件 0件 0件 0件

教育委員会 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件

選挙管理委員会 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件

監査委員 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件

農業委員会 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件

固定資産評価審査委員会 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件

議会 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件

52，913円
（被保険者全員が等しく負担）

被保険者均等割額

10．34％
（被保険者が所得に応じて負担）

所得割率

保　険　料

＝

被保険者均等割額　52，913円
＋

（総所得金額等－ 33万円）
×

所得割率　10．34％｛� ｝
世帯の所得額の合計 均等割額の

軽減割合

33万円以下で、世帯内の被保険者全員の
所得がない（年金収入80万円以下） 9割

33万円以下 8．5割

33万円＋（27万 5千円×被保険者数）
以下 5割

33万円＋（50万円×被保険者数）以下 2割
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所
得
割
額
の
軽
減
廃
止 �

　
被
保
険
者
の
基
礎
控
除
（
33
万
円
）

後
の
総
所
得
金
額
等
に
応
じ
て
、
所
得

割
額
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
制

度
の
見
直
し
に
よ
り
平
成
30
年
度
か
ら

廃
止
さ
れ
ま
す
。

【
所
得
割
額
の
軽
減
割
合
】

2
割
軽
減 

→ 
軽
減
な
し

平
成
30
年
度 

神
山
町
税
・
保
険
料

︵
税
︶
納
期
限
一
覧
表

※
税（
料
）に
関
す
る
こ
と
は
、
神
山
町

税
務
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。�

☎
6
7
6

－

1
1
1
5

�

I
P
2
0
0
5

平
成
30
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重
症
化
の
予

防
の
た
め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
健
康
診
査
の
対
象
と
な
る
方
に
は

『
健
康
診
査
受
診
券
』
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
査
受
診
券
を
お
送
り
す
る
時
期

○�
入
院
・
施
設
等
へ
入
所
さ
れ
て
い
な

い
方
、
ま
た
は
生
活
習
慣
病
と
診
断

さ
れ
て
い
な
い
方
…
平
成
30
年
8
月

（
予
定
）

　
入
院
を
さ
れ
て
い
た
方
及
び
生
活
習
慣

病
と
診
断
さ
れ
た
方
は
、
す
で
に
健
康
状

態
を
把
握
さ
れ
、
医
師
の
指
導
を
受
け
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
健
康
診

査
の
対
象
者
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

※�

生
活
習
慣
病
と
は
、生
活
習
慣
が
発
症

原
因
に
深
く
関
わって
い
る
と
考
え
ら
れ

る
病
気
で
、糖
尿
病
、高
血
圧
性
疾
患
、

脂
質
異
常
症
、虚
血
性
心
疾
患
、そ
の

他
心
疾
患
、く
も
膜
下
出
血
、脳
内
出

血
、脳
梗
塞
、脳
動
脈
硬
化
、そ
の
他
脳

血
管
疾
患
、動
脈
硬
化
が
あ
り
ま
す
。

○�

前
述
以
外
の
方
で
、
平
成
30
年
4
月

以
降
に
血
液
検
査
や
尿
検
査
を
さ
れ

て
い
な
い
方

　
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成
30

年
8
月
以
降
に
お
住
ま
い
の
市
町
村
担

当
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
る
健
康
診
査

申
込
書
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
り
は
平
成
30
年
11
月
末
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

○�

平
成
30
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
30
年

9
月
30
日
ま
で
の
間
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方

　
加
入
時
期
に
応
じ
、
次
の
と
お
り
5

月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
に
健
康
診
査
申

込
書
を
送
付
し
ま
す
。
入
院
を
さ
れ
て
い

な
い
方
ま
た
は
生
活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ

て
い
な
い
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

広
域
連
合
事
務
局
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
受
診
券
を
後
日
送
付
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

健
康
診
査
申
込
書
の
送
付
時
期（
予
定
）

①�

1
月
1
日
か
ら
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
加
入
さ
れ
た
方�

5
月

②�

4
月
1
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
の
間

に
加
入
さ
れ
た
方�

6
月

③�

6
月
1
日
か
ら
7
月
31
日
ま
で
の
間

に
加
入
さ
れ
た
方�

8
月

④�

8
月
1
日
か
ら
8
月
31
日
ま
で
の
間

に
加
入
さ
れ
た
方�

9
月

⑤�

9
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間

に
加
入
さ
れ
た
方�

10
月

○�

平
成
30
年
10
月
以
降
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る
方

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
康
診
査

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
ま
で
に
、
現
在
加

入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
で
健
康
診
査

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
施
設
入
所
さ
れ
て
い
る
方

　
障
害
者
支
援
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
保

険
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
健
康
診
査
を
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

健
診
項
目
　
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、

　
　
　
　
　
血
液
検
査
、
尿
検
査

受
診
費
用
　
無
料

受
診
期
間
　�

受
診
券
を
受
け
取
ら
れ
た

と
き
か
ら
平
成
30
年
12
月

末
日
ま
で

○
健
康
診
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
事
業
課

☎
0
8
8
―
6
7
7
―
3
6
6
6

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

神
山
町
緊
急
通
報
装
置
整
備
事
業
に

つ
い
て

事
業
目
的

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
対
し
、
緊

急
時
に
お
け
る
連
絡
体
制
を
確
保
す
る

と
と
も
に
そ
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と

に
よ
り
、
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

事
業
概
要

◦
緊
急
通
報
装
置

　
家
庭
用
電
話
回
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
に
接
続
し
、
簡

単
な
ボ
タ
ン
操
作
を
行
う
こ
と
で
、
利

用
者
様
の
異
常
事
態
な
ど
を
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
通
報
し
ま
す
。

◦
無
線
ペ
ン
ダ
ン
ト

　
首
掛
け
式
の
機
械
を
利
用
し
、
緊
急

固定資産税

1期 5月31日

2期 7月31日

3期 10月31日

4期 1月31日

町県民税

1期 7月2日

2期 8月31日

3期 11月30日

4期 2月28日

軽自動車税 全期 5月31日

国民健康保険税
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

特別徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収 31 31 10/1 31 30 25 31 28

後期高齢者医療保険料
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

特別徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収 31 10/1 31 30 25 31 28 4/1

15 平成30年 5 月15日発行



通
報
装
置
か
ら
約
50
メ
ー
ト
ル
以
内
の

離
れ
た
場
所
か
ら
緊
急
通
報
装
置
を
通

し
て
利
用
者
様
の
異
常
事
態
な
ど
を

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し
ま
す
。

◦
人
感
赤
外
線
セ
ン
サ
ー

　
セ
ン
サ
ー
検
知
に
よ
り
12
時
間
（
変

更
可
能
）
を
超
え
て
連
続
し
た
動
き
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
、
緊
急
通

報
装
置
を
通
し
て
利
用
者
様
の
異
常
事

態
な
ど
を
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し

ま
す
。

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
が
あ
っ
た

場
合
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
利
用
者

様
の
緊
急
通
報
装
置
を
通
し
て
呼
び
か

け
を
行
い
ま
す
。
呼
び
か
け
に
応
答
が

な
か
っ
た
場
合
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か

ら
事
前
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
協
力
員
、

家
族
及
び
消
防
署
に
連
絡
し
、
安
否
確

認
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
神
山
町
内
に
住
所
が
あ
る
方

②�

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て

い
る
方

③�

施
設
入
所
及
び
90
日
を
超
え
る
長
期

入
院
の
状
態
に
な
い
方

利
用
負
担
金

1
か
月
に
つ
き
3
0
0
円

児
童
手
当
︵
特
例
給
付
︶
現
況
届
に

つ
い
て

　
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
の
全
受
給

者
を
対
象
と
し
て
、
毎
年
6
月
上
旬
に

現
況
届
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
現
況
届

は
引
き
続
き
手
当
を
受
給
で
き
る
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届

を
提
出
し
な
い
と
、手
当
の
支
給
が
止
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

児
童
福
祉
週
間
に
つ
い
て

　
5
月
5
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら

1
週
間
は
「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ

と
、
こ
れ
は
社
会
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
国
民
全
体
の
願
い
で
あ

り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
家
庭
や
地
域

に
お
い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包
ま
れ
な

が
ら
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
、
未
来
の

担
い
手
と
し
て
、
個
性
豊
か
に
、
た
く

ま
し
く
育
っ
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
・

社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
1
人
ひ
と
り
が

そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
で
新
し
い
未
来
を
築

い
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
応
援

す
る
社
会
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と

も
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
標
語

　

あ
と
一
歩

　
　
　

力
に
な
る
よ

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
思
い

介
護
保
険
料
　
改
定
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
か
ら
介
護
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す

　
介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
っ
た
と
き
に
、
費
用
の
一
部
を
負

担
す
る
だ
け
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
介
護
保

険
料
は
3
年
ご
と
に
見
直
し
さ
れ
る
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
決
定
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
び
、
第
7
期
神
山
町
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
、
65
歳
以

上
の
方
の
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

段　階 対　　象　　者 保険料
（年額）

第１段階

本
人
が
住
民
税
非
課
税

世帯の全員が
住民税非課税

○生活保護を受けている方
○老齢福祉年金を受けている方
○ 本人の前年の年金収入等が80万円以
下の方

29,100円

第２段階 本人の前年の年金収入等が80万円を超
え 120万円以下の方 48,600円

第３段階 本人の前年の年金収入等が120万円を
超える方 48,600円

第４段階 世帯の誰かに
住民税が課税
されている

本人の前年の年金収入等が80万円以下
の方 58,300円

第５段階 本人の前年の年金収入等が80万円を超
える方 64,800円

第６段階

本人が

住民税課税

本人の前年の合計所得金額が120万円
未満の方 77,700円

第７段階 本人の前年の合計所得金額が120万円
以上 200万円未満の方 84,200円

第８段階 本人の前年の合計所得金額が200万円
以上 300万円未満の方 97,200円

第９段階 本人の前年の合計所得金額が300万円
以上の方 110,100円

※年金収入等は、課税年金収入額と年金以外の合計所得金額を合わせた額です。
※合計所得金額は、譲渡所得に係る特別控除額を控除した額です。
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ま
む
し（
ハ
メ
）血
清
の
配
置

　

本
年
も
次
の
場
所
に
、
ま
む
し
血
清

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
配
置
期
間
は
、

5
月
1
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
で
す
。

教
育
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
5
2
2

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
9

神
山
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
金

の
手
続
き
の
仕
方
が
変
わ
り
ま
し
た

　

神
山
町
で
は
、
町
が
指
定
す
る
文
化

大
会
や
文
化
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
、
小
中
学
生
や
高
校
生
が
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

関
心
、
意
欲
を
高
め
、
ま
た
技
術
の
向

上
及
び
健
康
増
進
に
務
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
個
人
に
対
し
て
奨
励
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
大
会
前
の
申
請
が
必
要
で
し

た
が
、
平
成
30
年
度
よ
り
大
会
終
了
後

１
ヶ
月
以
内
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類

に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
、
神
山
町
教
育
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
5
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
1
5

 

神
山
町
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業  

　

神
山
町
で
は
、
大
地
震
に
お
け
る
住

宅
の
倒
壊
等
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
耐
震
診
断
及
び

診
断
後
の
耐
震
改
修
等
を
実
施
す
る
神

山
町
民
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
補
助
対
象
・
補
助
率
・

補
助
限
度
額
等
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。

　

詳
し
く
は
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

名　

称

所 
在 

地

電
話
番
号

神
山
医
院
下
分
字
今
井
1
6
3
6
7
7－

0
0
6
6

（
I
P
電
話 

4
4
2
7
）

大
黒
屋
神
領
字
北
1
6
6－

1
6
7
6－

0
6
8
2

（
I
P
電
話 

2
9
4
6
）

㈲
杉
山
薬
局
石
井
町
石
井
字
石
井

4
5
6－

1

6
7
4－

1
2
2
4

事業
区分 補助対象住宅及び補助用件 補助対象経費 補助率及び補助

限度額（税込）

耐
震
診
断

支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年5月31日以前に着工された
木造住宅

耐震診断に要する経費 耐震診断費用
4万円のうち
3.7万円（自己負担3千円）

補
強
計
画

支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年 5月31日以前に着工された
木造住宅、評点が1.0未満と判定され
たもの

耐震性を向上させる方法、概算工事
費についてまとめた耐震補強計画の
作成に要する経費

補強計画作成費用
6万円のうち
5.4万円（自己負担 6千円）

住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な

リ
フ
ォ
ｌ
ム
支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年 5月31日以前に着工された
木造住宅で、評点が1.0未満と判定さ
れたもの
（補助用件）
以下の全てに該当するもの
① 改修後の評点を一定水準まで向上、
又は耐震シェルターもしくは耐震
ベッドを設置

②高さが1.5m以上の家具を固定
③耐震改修施工者等が施工
④啓発活動への協力

次に掲げる工事に要する経費
① 耐震改修工事又は耐震シェルター
等を設置する工事

② 省エネルギー性能を向上させる工
事

③バリアフリー化工事
④ 地震時に倒壊の危険があるコンク
リートブロックの撤去等に必要な
工事

⑤家具を固定させる工事

対象経費の 4/5以内
かつ
１棟あたり
40万円まで
※工事費20万円以上とする。
（上乗せ補助）
１棟あたり
20万円まで
※ 神山町内に本店を有する業者が
施工するものに限る。

耐
震
改
修
支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年 5月31日以前に着工された
木造住宅で、評点が1.0未満と判定さ
れたもの
（補助用件）
以下の全てに該当するもの
①改修後の評点を1.0以上に向上
②高さ 1.5m以上の家具を固定
③耐震改修施工者等が施工
④啓発活動への協力
⑤ 感震ブレーカー（分電盤タイプ）
を設置

次に掲げる工事に要する経費
① 改修後の評点を向上させる工事
② 評点に反映しない部分的な欠陥を
改善する工事

③ 地震時に倒壊の危険があるコンク
リートブロックの撤去等に必要な
工事

④家具を固定させる工事

対象経費の 4/5以内かつ
１棟あたり 100万円まで
（上乗せ補助）
1棟あたり
20万円まで
※ 神山町内に本店を有する業者が
施工するものに限る。
感震ブレーカーの設置について
１棟あたり 10万円

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

設
置
支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年 5月31日以前に着工された
木造住宅で、評点が 1.0未満と判定
されたもの
（補助用件）
以下の全てに該当するもの
① 持家であり、耐震シェルターを設
置するもの

②高さ1.5m以上の家具を固定
③耐震改修施工者等が施工
④啓発活動への協力

次に掲げる工事に要する経費
① 耐震シェルターを設置する工事
②家具を固定する工事

対象経費の 4/5以内かつ
1棟あたり 80万円まで

住
替
え

支
援
事
業

（対象住宅）
昭和 56年 5月 31日以前に着工され
た木造住宅で，評点が 0.7未満と判
定されたもの
（補助用件）
以下の全てに該当するもの
①現在居住する住宅の全てを除却
②解体業者が施工

次に掲げる工事に要する経費
①住宅を除却する工事
②地震時に倒壊の危険があるコンク
リートブロック塀の撤去等に必要
な工事

対象経費の 2/5以内かつ
1棟あたり 30万円まで

17 平成30年 5 月15日発行



～健康食品を安全に利用するために～
　テレビ、雑誌、新聞、インターネットなどで毎日目にする健康食品。市場には
さまざまな健康食品が流通していますが、健康食品が原因で体調を崩す事例など
も出てきており、注意が必要です。あふれる情報に振り回されず、健康食品につ
いて正しく理解しましょう。

お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係  TEL 676－1114（IP2004）

健康づくりシリーズ○113

◆天然・自然のものなら安心？
　→違います
　「天然」、「自然」という言葉がまる
で安全・安心の代名詞のように使わ
れていますが、“天然・自然であるこ
と”と“安全であること”には何の
関係もありません。

● 健康食品は、素材の種類や食べ方（加工状態）が一般の食品と異なることがあります。そのため、
安全性については一般の食品よりも慎重に考えるようにしましょう。
●健康食品は、あくまで食生活における補助的なものと考えましょう。
●健康食品は、病気や体の不調を治すものではありません。

健康食品を正しく理解しましょう

● 健康食品を買う前に、普段の食生活で本当に不足している栄養成分があるか、考えましょう。
● 健康に役立つ食品の機能を紹介する“健康情報”は、そのまま受け入れるのではなく、科学的
な視点に基づく判断を行ったうえで参考にしてください。
●製品を選ぶ際は、表示や広告をよく確認してください。
● 個人輸入やインターネットオークションを利用する際は、製品に関する
　情報の確認をしてください。
●保健機能食品制度について理解を深めましょう。
●特定の成分を過剰に摂取しないよう気をつけてください。
●健康食品の利用期間や量などを記録し、体調のチェックをしましょう。

健康食品の利用前にご確認ください

● 体調不良を感じたら、すぐに利用をやめて医療機関を受診してください。
●治療を受けている人が健康食品を利用する場合は、医師や薬剤師などに相談してください。
※ 健康食品と薬を併用することへの安全性は、ほとんど解明されていないことから、医師や薬剤
師に相談するほか、製造者、販売者などにも情報を確認してください。

医療機関への相談

経済的被害に注意 !!
価格は販売者が自
由に決めるもので
あり、高額な製品
ほど、効果が保証
されるものではあ
りません。

健康食品で病気は
治りません

◆ 一時的な体調不良は効果の証
拠？→違います
　「好転反応」と呼ばれる体調が
良くなる過程で、一時的に体調
が悪くなるような症状が出るこ
とは、健康食品では起こらない
とされています。

健康の維持・増進の
基本は、「栄養バラン
スのとれた食事、適
度な運動、十分な休
養」です！
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お問い合わせは…地域包括支援センター　　電話：676－1185（IP2031）

介護予防シリーズ○55

地域の仲間で一緒に取り組む介護予防活動を応援します

『住み慣れた地域』での生活を継続するために…
　前号では、現在直面している超高齢社会についてお伝えしました。
　今回は、『住み慣れた地域』で暮らし続けるための介護予防活動についてお伝えします。

高齢者の生活を支えるための地域づくり②

　自分らしく地域で暮らし続けるためには、一人ひとりができる限り介護予防に努めるとともに、
地域や家庭の中で何らかの役割を担いながら生活することが大切です。また、役割を担うことは
介護予防にもつながります。地域の誰もが参加できる、身近な場所での「体操教室」や「サロン」
など、住民の自主的な介護予防活動の立ち上げや運営について応援します。

高齢者のための地域活動を支援します

　住民の皆さんの参加による、幅広い支え合いの地域づくりを推進するため、地域住民の皆さん
による介護予防活動の自主的な取組を応援します !!

「いきいき百歳体操」とは ??
　準備体操、筋力づくり運動、整理運動で構成された約 30～ 45分の体操です。映像を
見ながら実施するので、指導者がいなくても体操を行うことができます。

　現在、地域の仲間が集まり「いきいき百歳体操」を行っているサロンが町内 16か所あり
ます。
　次号以降、各地域で行っているサロン活動の紹介をさせていただきます。

皆さんの地域で「体操教室」や

「サロン」など立ち上げてみませんか？

19 平成30年 5 月15日発行



防災シリーズ○25

全国瞬時警報システム
神山町役場　総務課　防災係　　電話：676－1111（IP2000）

神山町では、31施設で4360人を収容できる避難施設を指定しています。（平成30年 4 月 1 日現在）

●避難施設―覧表●

地域名
避難場所 施設の概要 指定緊急避難場所

対象となる災害 福祉
避難所

施設名 所在地 施設の状況 収容可能
人員 地震 土砂 洪水 台風 火災

上分
上分小学校西側校舎  川又西 鉄筋コンクリート3階建 100 ○ ○

上分公民館 川又西 鉄筋コンクリート2階建 70 ○ ○ ○ ○ ○

下分
下分公民館 今井 鉄筋コンクリート2階建 80 ○ ○ ○ ○ ○

下分保育所 西寺 木造平屋建 60 ○ ○

神領

神山町役場 本野間 鉄筋コンクリート2階建 80 ○ ○ ○ ○ ○

城西高校神山分校 北 鉄筋コンクリート3階建 200 ○ ○

城西高校神山分校体育館 北 鉄骨平屋建 180 ○ ○

城西高校神山分校武道場 北 鉄骨平屋建 130 ○ ○

神領小学校 大埜地 鉄筋コンクリート3階建 200 ○ ○

神領小学校体育館 大埜地 鉄骨平屋建 150 ○ ○

神領幼稚園 大埜地 鉄骨平屋建 40 ○ ○

町民総合運動場 大埜地 グランド 800 ○ ○

神山中学校 西上角 鉄筋コンクリート4階建 560 ○ ○

神山中学校体育館 西上角 鉄骨平屋建 190 ○ ○

養護老人ホーム 西上角 鉄筋コンクリート平屋建 50 ○

神領公民館 大埜地 鉄筋コンクリート2階建 100 ○ ○

社会福祉協議会 本上角 鉄筋コンクリート2階建 50 ○ ○ ○ ○ ○

鬼籠野

鬼籠野小学校体育館 川東 鉄骨平屋建 160 ○ ○

鬼籠野幼稚園 川東 鉄骨平屋建 30 ○ ○

鬼籠野公民館 川東 鉄筋2階建 40 ○ ○ ○ ○ ○

鬼籠野生活改善センター 川東 鉄骨2階建 10 ○ ○ ○ ○ ○

一ノ坂分校 一ノ坂 鉄筋コンクリート2階建 50 ○ ○

阿川

阿川小学校 地ノ平 鉄筋コンクリート3階建 170 ○ ○

阿川幼稚園 地ノ平 鉄骨平屋建 30 ○ ○

阿川公民館 地ノ平 鉄骨2階建 60 ○ ○ ○ ○ ○

広野

広野小学校    広野 鉄筋コンクリート3階建 180 ○ ○

広野小学校体育館 広野 鉄骨平屋建 200 ○ ○

旧広野小学校 広野 鉄筋コンクリート3階建 180 ○ ○

旧広野小学校体育館 広野 鉄骨平屋建 100 ○ ○

広野支所 五反地 鉄筋コンクリート3階建 90 ○ ○ ○ ○ ○

特養神山すだち園 長谷 鉄筋コンクリート平屋建 20 ○

広報かみやま No.316 20



国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

詳しくは徳島北年金事務所　☎088－655－0200
または住民課年金係　☎676－1113（ＩＰ2003）までお問い合わせください。

　平成30年 4月分から平成31年 3月分までの国民年金保険料は、月額16,340円です。保険料は
日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納めるこ
とができます。また、クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そして
便利でお得な口座振替もあります。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話・文
書・訪問により早期に納めていただくよう案内をおこなっております。

　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付が
ない場合は、延滞金が課されるだけではなく、※納付義務のある方の財産を差し押さえることがあ
りますので、早めの納付をお願いします。

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度がありますので、
町役場の国民年金窓口へご相談ください。

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。

  国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金
や遺族基礎年金を受けられない場合があります。

　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予
となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度（50歳未満）」がありますので、町役場の国民年金窓
口で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付けてあります。

　平成30年度分（平成30年 7月分から平成31年 6月分まで）の免除等の受付は平成30年 7月 1
日から開始されます。
　また、申請時点の 2年 1か月前の月分までさかのぼって申請することができます。

　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていた期間があ
る方は、町役場の国民年金窓口または年金事務所へご相談ください。

  国民年金保険料免除等の申請について
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駐在所だより

〈通報・相談先〉

● 神領駐在所　TEL.088－676－0019
● 広野駐在所　TEL.088－678－0333

振り込め詐欺に注意
・息子や孫が電話で金を頼んでくるのは詐欺

・医療費等の還付金がＡＴＭに振り込まれるというのは詐欺

・宅配便やレターパックで金を送れというのは詐欺

不法就労
○不法滞在者が働く
　→密入国者や不法残留者が働く

○入国管理局から働く許可を受けずに働く
　→観光や親族訪問等の目的で入国した人が働く
　→留学生が許可を受けずにアルバイトをする

○入国管理局から許可された範囲を超えて働く

不法滞在
○不法残留者
→在留期間を超えて不法に残留する外
国人

○不法在留者
→不法に入国又は上陸後、引き続き在
留する外国人

不法就労・不法滞在の防止

不法就労・不法滞在ってなーに？？
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消防署だより

119

　目の前で溺れた人を発見したとき、あなたはどうしますか？迷わず飛び込む…というのはド
ラマで目にする光景です。しかし、実際は一番してはならない行動なのです。間違った対応や
慌てた行動により二次災害発生のリスクが高まります。
　今回の消防署だよりは水難事故対処方法を紹介します。

①救助者自身の安全確保
助けようとする自分自身が安全なのか周囲の状況を確認しましょう。

②周囲の協力を求める
「助けて、人が溺れています！」などと大声で叫び、周囲の人に助けを求めましょう。
※このとき溺者から目を離してはいけません！

③浮力を与える
水難事故で最も大切なことは、溺者に対し「浮力を与える」ことです。溺者の多くはパニッ
ク状態のため、近づいた救助者に対して必死にしがみ付き、救助を難しくさせます。溺者
に浮力を与えることによって呼吸が確保でき、気持ちを落ち着かせることが大切です。

※ライフジャケットや浮き輪などで浮力を与えてあげるのが理想ですが、次のようなもので
も簡易的な代用品となります。
　・1.5リットル程度のペットボトル
　・ビニール袋（スーパーの買い物袋など、空気を入れて口を縛る）
　・クーラーボックス
　・ビーチボール
　・タオルや衣類を詰めたバックやナップサック
ペットボトルやビニール袋は中に少し水を入れるのがポイントです。水を入れることでそれ
が重りとなり溺者の近くまで投げ入れることができます。

○水難事故は二次災害の危険性が高いことを認識し、無理な行動を起こしてはなりません。
水難事故に遭遇したときは溺者に対し「浮力を与える」と認識し、事故を未然に防ぐため
救命胴衣の着用や浮き輪を備えるなどあらかじめ安全対策を講じ水遊びを楽しみましょう！

平成30年度
人事異動
左から

久保署長、武市消防司令補、
藤川消防司令補、多田消防士です。

よろしくお願いします。

神山消防署への連絡は

・一般…676－ 1199

・ＩＰ…2119

・FAX…676－ 1390

水難事故時の対応
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　次号は、平
成27～29年生
まれで 7月・8
月が誕生日の子
（町内に住所を
有すること）を
募集します。

　掲載を希望する方は、役場広報編集委員会
まで写真を送付してください。締切は 6月
15日です。

※掲載回数は 1回までです。複
数回の掲載はできませんので
ご了承ください。

～季節の野菜で元気な細胞をつくろう～
野菜1日
350g！

サニーレタス（2枚分）：緑黄色野菜　
栄養価：50g＝エネルギー 8kcal、カリウム 205㎎、ビタミン
A 85㎍、葉酸 60㎍、ビタミンＣ 8.5㎎、食物繊維 1.0g

　サニーレタスは、蛋白なレタスのイメージとは違い、ビタミンはほうれん
草の約半分、ミネラルは同じかそれ以上含まれる栄養豊かな緑黄色野菜です。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

表
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が
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正
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●そのまま付け合わせたり、肉料理を巻いたり…
●サラダに
・手でちぎって、新玉ねぎときゅうりのスライス、トマト、

夏みかんなどと盛り合わせ、好みのドレッシングをかける。

●ポン酢おかか和え
・小さくちぎって塩もみし、さっと水にさらしてしぼる。
　新玉ねぎのスライス、かつお節、ポン酢で和える。

●温泉卵と一緒に
・小さく刻んで塩もみまたはゆでて、しぼる。
　器に入れて中央を空けて温泉卵を落とし、だししょうゆ

とかつお節をかける。
※この他、みじん切りにしてすり、木の芽和えにしても美味しいです。

もう一品！

お手軽野菜シリーズ

生のまま

塩もみ
またはゆでて

1 枚＝約25～30g

　
下
分
公
民
館
に
は
、
住
民
の
手
に
よ
り

季
節
に
合
わ
せ
た
飾
り
付
け
が
登
場
し
、

訪
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

写
真
は
端
午
の
節
句
飾
り

★サニーレタスを使って

　消防操法大会へ向けて、神山町消防団阿川分団の
みなさんが役場駐車場で小型ポンプ操法の訓練に励
んでいます。みなさま応援をよろしくお願いします。

第31回徳島県操法大会
日時：平成30年 7月22日（日曜日）
時間：午前 8時30分開会（小雨決行）
場所：徳島県消防学校（板野郡北島町鯛浜）

操
法
大
会
の
お
知
ら
せ
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